
人
勧
期
・
確
定
期
の
課
題
共
有
へ
交
流
集
会

扶
養
手
当
の
拙
速
な
見
直
し
断
固
阻
止
を

台
風
10
号 

沿
岸
部
中
心
に
被
害
集
中

宮
古
高
等
技
術
専
門
校
で
は
校
舎
・
訓
練
棟
が
浸
水
被
害

公務労協

　

日
本
選
手
団
の

大
活
躍
で
リ
オ
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
は
閉

幕
。
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
を
追
う
よ
う
に

県
内
で
は
岩
手
国

体
の
水
泳
競
技
が

行
わ
れ
、
国
体
本

番
も
秒
読
み
段
階

だ
▼
国
体
直
前
に
発
生
し
た
台

風
10
号
災
害
は
、
震
災
復
興
の

象
徴
と
し
て
の
ス
ポ
ー
ツ
祭
典

に
暗
い
影
を
落
と
し
た
▼
国
体

を
支
え
る
職
員
は
人
員
不
足
で

過
重
労
働
を
強
い
ら
れ
て
い
る

上
に
、
早
朝
か
ら
夜
間
ま
で
の

タ
イ
ト
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
強

い
ら
れ
、
職
場
か
ら
の
悲
鳴
が

後
を
絶
た
な
い
。
こ
の
実
態
に

拍
車
を
か
け
た
今
回
の
災
害
は
、

岩
泉
や
久
慈
を
中
心
に
東
日
本

大
震
災
以
来
の
大
災
害
と
な
り
、

職
場
は
限
界
を
越
え
る
の
は
必

至
だ
▼
東
日
本
大
震
災
の
教
訓

を
生
か
せ
ず
、
そ
の
場
し
の
ぎ

の
対
策
に
終
始
す
る
当
局
の
責

任
は
重
大
だ
。
大
規
模
欠
員
が

恒
常
的
に
発
生
す
る
な
か
で
震

災
復
興
と
国
体
成
功
を
至
上
命

題
と
し
て
檄
を
飛
ば
し
、
職
員

の
踏
ん
張
り
で
乗
り
切
ら
せ
る

姿
勢
が
、
災
害
は
お
ろ
か
通
常

業
務
す
ら
遂
行
で
き
な
い
県
組

織
へ
と
脆
弱
化
さ
せ
た
こ
と
は

明
ら
か
だ
▼
職
場
で
は
難
局
を

迎
え
る
。
確
定
闘
争
で
職
員
に

責
任
を
押
し
付
け
て
き
た
当
局

姿
勢
を
厳
し
く
追
及
し
、
教
訓

を
踏
ま
え
た
職
場
体
制
の
構
築

を
一
層
強
く
求
め
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　

９
月
８
日
、
公
務
労
協
地
方
公
務
員
部
会
は
、
県
人
勧
闘

争
・
確
定
闘
争
に
向
け
た
課
題
共
有
と
意
志
統
一
の
た
め
、
地

方
公
務
員
賃
金
闘
争
交
流
集
会
を
開
催
。
給
与
水
準
の
引
上
げ
、

扶
養
手
当
の
拙
速
な
見
直
し
阻
止
、
総
労
働
時
間
の
縮
減
、
休

暇
・
休
業
等
の
制
度
拡
充
な
ど
を
柱
と
し
た
重
点
方
針
を
確
認

し
た
。
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泥のかき出しなどに精を出す応援職員（9/3）

　
開
会
に
当
た
り
、
永
井
公
務

労
協
地
方
公
務
員
部
会
長
（
全

水
道
委
員
長
）
は
「
３
年
連
続

の
賃
上
げ
勧
告
だ
が
、
官
民
較

差
の
う
ち
約
３
分
の
１
が
本
府

省
手
当
に
配
分
さ
れ
、
中
央
と

地
方
と
の
賃
金
格
差
が
深
刻
。

全
て
の
公
務
労
働
者
が
改
善
を

実
感
で
き
る
賃
金
改
定
が
必
要

だ
。
消
費
増
税
が
先
送
り
と
な

り
、
財
源
不
足
が
深
刻
だ
。
昨

年
は
政
府
の
都
合
で
賃
金
確
定

が
越
年
す
る
異
常
事
態
と
な
っ

た
こ
と
を
踏
ま
え
、
本
年
の
給

与
決
定
も
予
断
を
許
さ
ず
、
人

勧
の
値
切
り
、
凍
結
に
警
戒
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
現
場
で

踏
ん
張
る
仲
間
に
報
い
、
実
感

で
き
る
改
善
を
勝
ち
取
る
べ
く
、

地
域
か
ら
闘
争
を
積
み
重
ね
勝

利
し
よ
う
」
と
あ
い
さ
つ
。
加

藤
地
公
部
会
事
務
局
長
か
ら
、

月
例
給
・
一
時
金
の
早
期
引
き

上
げ
、
扶
養
手
当
の
拙
速
な
見

直
し
阻
止
、
地
方
財
政
に
お
け

る
給
与
費
の
確
保
、
労
働
時
間

の
縮
減
と
休
暇
・
休
業
の
拡
充

等
を
柱
と
し
た
闘
争
課
題
の
基

調
報
告
を
受
け
た
の
ち
、
自
治

労
・
日
教
組
・
全
水
道
か
ら
の

　

県
人
事
委
員
長
あ
て
『
大
型

ハ
ガ
キ
』
署
名
が
取
り
組
ま
れ

て
い
る
。
３
年
連
続
の
プ
ラ
ス

改
定
、
扶
養
手
当
の
見
直
し
阻

止
に
加
え
、
通
勤
手
当
等
の
諸

手
当
の
自
己
負
担
解
消
な
ど
継

続
課
題
の
改
善
も
重
要
な
ポ
イ

ン
ト
だ
。
署
名
は
組
合
員
に
加

え
、
非
組
合
員
・
管
理
職
・
臨

時
非
常
勤
職
員
に
対
し
て
も
呼

び
掛
け
て
い
る
。
昨
年
は
職
員

の
給
与
改
定
と
連
動
し
て
臨
時

非
常
勤
職
員
の
賃
金
改
定
も
行

わ
れ
る
な
ど
、
私
た
ち
の
取
り

組
み
結
果
は
多
く
の
職
員
に
も

波
及
し
て
い
る
。
人
事
委
員
会

は
現
場
実
態
を
し
っ
か
り
踏
ま

え
適
切
な
改
善
勧
告
を
行
う
責

任
が
あ
る
。
職
場
の
声
を
署
名

に
最
大
限
集
約
し
よ
う
。

人
事
委
員
長
あ
て
「
大
型
ハ
ガ
キ
署
名
」
や
り
切
ろ
う

結
集
力
が
カ
ギ
　
成
果
は
多
く
の
職
員
に
波
及

　

現
在
、
県
職
労
は
台
風
10
号

で
被
災
し
た
組
合
員
へ
の
調
査

を
行
っ
て
い
る
。
９
月
９
日
時

点
の
集
計
で
床
上
浸
水
10
件
、

車
両
損
壊
５
件
な
ど
、
延
べ
16

人
か
ら
被
災
報
告
が
あ
っ
た
。

台
風
関
連
で
被
災
さ
れ
た
方
は

県
職
労
ま
で
一
報
を
お
願
い
す
る
。

　

宮
古
市
松
山
地
内
に
あ
る
宮

古
高
等
技
術
専
門
校
分
会
は
、

付
近
の
長
沢
川
（
閉
伊
川
支

流
）
が
溢
れ
、
校
舎
１
階
と
訓

練
棟
が
浸
水
し
、
警
戒
に
当
た
っ

て
い
た
千
葉
校
長
補
佐
（
宮
古

支
部
副
支
部
長
）
は
じ
め
職
員

４
人
が
校
舎
２
階
に
避
難
し
た
。

訓
練
棟
の
機
器
類
は
浸
水
に
よ

り
全
損
、
事
務
室
・
パ
ソ
コ
ン

教
室
を
は
じ
め
泥
水
に
浸
水
し
、

パ
ソ
コ
ン
・
プ
リ
ン
タ
ー
類
等

も
全
損
の
甚
大
な
被
害
を
蒙
っ

た
。
授
業
再
開
ま
で
相
当
の
日

数
を
要
す
る
た
め
、
や
む
を
得

ず
９
月
下
旬
ま
で
休
校
し
、
そ

の
間
で
復
旧
に
全
力
を
挙
げ
る

と
し
た
。
し
か
し
甚
大
な
被
害

の
た
め
校
内
の
片
づ
け
は
膨
大

な
作
業
量
で
あ
り
、
職
員
自
身

も
自
家
用
車
が
被
災
す
る
な
ど
、

心
身
と
も
に
疲
労
が
限
界
と
な

っ
て
い
た
。
県
職
労
で
は
分
会

の
要
請
を
踏
ま
え
、
９
月
３
日
、

職
訓
協
と
と
も
に
、
ボ
ラ
ン
テ

態
を
問
題
視
し
、
国
人
勧
に
沿
っ

た
対
応
を
強
く
求
め
る
内
容
だ
。

地
方
の
実
態
を
無
視
し
、
締
め

付
け
を
強
め
る
国
の
姿
勢
は
、

明
ら
か
に
地
方
の
賃
金
決
定
に

露
骨
に
不
当
介
入
し
、
地
方
自

治
を
蔑
ろ
に
す
る
も
の
で
、
断

じ
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

自
治
労
は
こ
う
し
た
国
の
姿
勢

に
対
峙
し
、
①
月
例
給
・
一
時

金
に
つ
い
て
は
、
公
民
較
差
の

全
額
解
消
と
給
料
表
で
は
解
消

で
き
な
い
原
資
分
の
差
額
調
整

や
そ
の
他
手
当
へ
の
加
算
を
求

め
る
、
②
扶
養
手
当
は
当
該
自

治
体
の
労
働
者
の
支
給
実
態
を

踏
ま
え
、
拙
速
な
見
直
し
を
阻

止
す
る
こ
と
を
柱
と
す
る
確
定

闘
争
方
針
を
提
起
、
各
県
本
部

か
ら
の
補
強
発
言
を
受
け
、
方

針
が
確
立
さ
れ
た
。

ィ
ア
行
動
に
取
り
組
み
、
13
人

が
結
集
し
、
１
日
が
か
り
で
パ

ソ
コ
ン
教
室
の
片
づ
け
、
室
内

の
泥
だ
し
・
清
掃
等
を
行
っ
た
。

千
葉
校
長
補
佐
か
ら
「
県
職
労

の
仲
間
の
つ
な
が
り
は
大
き
い
。

校
内
の
片
づ
け
も
進
み
、
改
め

て
感
謝
す
る
。
課
題
山
積
だ
か
、

早
期
の
授
業
再
開
に
向
け
取
り

組
む
」
と
の
話
を
い
た
だ
い
た
。

　

県
職
労
は
被
災
し
た
分
会
・

組
合
員
へ
の
生
活
支
援
に
向
け

取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
く
。

　

９
月
７
日
、
自
治
労
県
本
部

は
台
風
10
号
で
被
災
し
た
県
職

労
を
は
じ
め
４
単
組
に
対
し
て

見
舞
金
を
支
給
し
た
。
支
給
に

当
た
り
齋
藤
健
市
執
行
委
員
長

は
「
東
日
本
大
震
災
の
復
興
途

上
の
な
か
、
甚
大
な
被
害
を
受

け
、
組
合
員
の
厳
し
い
生
活
が

続
く
。
組
合
員
へ
の
支
援
に
活

用
し
て
ほ
し
い
」
と
述
べ
た
。

県
職
労
は
被
災
支
部
・
分
会
へ

の
支
援
に
活
用
す
る
予
定
だ
。

　

当
県
に
上
陸
し
た
台
風
10
号
は
沿
岸
北
部
を
中
心
に
甚
大
な

被
害
を
も
た
ら
し
た
。
組
合
員
は
自
ら
も
被
災
し
つ
つ
、
災
害

対
応
に
日
々
追
わ
れ
て
い
る
。
被
災
し
た
組
合
員
へ
の
生
活
支

援
は
も
と
よ
り
、
災
害
対
応
で
過
重
労
働
を
強
い
ら
れ
る
分
会

へ
の
支
援
も
急
務
だ
。

　

県
職
労
で
は
県
本
部
の
災
害
支
援
カ
ン
パ
に
取
り
組
み
、
被

災
組
合
員
へ
の
支
援
と
併
せ
、
分
会
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
支
援

に
取
り
組
む
。

散々たる状況の事務室（9/1）

決
意
表
明
を
受
け
、
永
井
地
公

部
会
議
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー

で
意
思
統
一
を
行
っ
た
。

　

自
治
労
は
確
定
闘
争
に
向
け

た
闘
争
方
針
を
協
議
す
べ
く
、

９
月
７
日
、
労
働
条
件
担
当
者

会
議
を
開
催
。
会
議
で
は
、
本

年
の
給
与
改
定
に
関
し
、
総
務

省
が
県
人
委
会
事
務
局
及
び
県

当
局
に
留
意
事
項
を
示
し
た
こ

と
に
触
れ
た
。
総
務
省
が
地
方

が
国
に
な
い
独
自
の
給
与
調
整

や
手
当
制
度
を
設
け
て
い
る
実

自
治
労
県
本
部
か
ら

単
組
へ
災
害
見
舞
金

国
の
不
当
介
入
に
抗
し
、

確
実
な
賃
金
改
定
を

自
治
労
労
働
条
件
担
当
者
会
議
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＝＝
継
続
課
題
の
改
善
を
＝＝

諸
手
当
の
自
己
負
担
解
消
を
強
く
求
め
る

「
東
北
ろ
う
き
ん
」
台
風
被
害
で
支
援
の
ご
案
内

　 

災
害
救
援
ロ
ー
ン 

（
無
担
保
）

 

災
害
救
援
住
宅
ロ
ー
ン 

　
　

（
不
動
産
担
保
）
受付は来年３月まで

ご協力ありがとうございました

県庁支部臨時書記

青婦部定期大会（8/27）

【
通
勤
手
当
】

○
通
勤
環
境
の
変
化
に
対
応
す

　
べ
き

　

２
０
０
２
年
の
新
幹
線
の
盛

岡
以
北
延
伸
は
通
勤
環
境
に
大

幅
な
変
化
を
も
た
ら
し
、
新
幹

線
通
勤
は
も
は
や
当
た
り
前
と

な
っ
た
が
、
遠
距
離
通
勤
を
し

た
く
て
通
勤
し
て
い
る
も
の
で

は
な
い
。
子
育
て
や
介
護
、
家

族
の
事
情
で
転
居
で
き
な
い
こ

と
が
大
き
い
。
し
か
し
、
新
幹

線
通
勤
に
係
る
満
額
支
給
上
限

　

青
年
婦
人
部
は
、
８
月
27
日
、

第
53
回
定
期
大
会
を
開
催
し
た
。

大
会
で
は
、
中
川
青
婦
部
長
か

ら
、「
人
員
や
賃
金
削
減
が
進

ん
で
い
る
か
ら
こ
そ
、
組
合
に

集
ま
り
、
現
状
を
変
え
る
必
要

が
あ
る
。
大
変
な
状
況
を
変
え

る
こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
が
つ

く
ら
れ
て
い
る
か
ら
頑
張
ろ

う
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

２
０
１
６
運
動
方
針
で
は
、

人
員
確
保
に
向
け
た
取
組
と
し

て
、①
年
次
休
暇
は
全
て
取
得

し
て
当
た
り
前
で
あ
り
、
不
払

い
残
業
は
違
法
だ
と
い
う
意
識

を
醸
成
し
て
い
く
こ
と
、②
昨

月
額
は
月
４
５
、０
０
０
円（
超

え
る
場
合
は
、
超
え
た
額
と
２

分
の
１
の
額
（
最
高
２
０
、
０

０
０
円
）を
加
算
）と
変
わ
ら
ず
、

国
家
公
務
員
（
満
額
支
給
上
限

月
額
５
５
、
０
０
０
円
）
を
下

回
る
ば
か
り
か
、
消
費
増
税
に

伴
う
運
賃
増
も
放
置
さ
れ
、
ま

さ
に
実
態
か
ら
乖
離
し
て
い
る
。

遠
距
離
通
勤
せ
ざ
る
を
得
な
い

実
態
に
加
え
、
勤
務
年
数
が
重

な
る
だ
け
自
己
負
担
が
累
積
す

る
、
矛
盾
だ
ら
け
の
状
況
だ
。

　

高
速
道
路
を
利
用
し
た
場
合

の
高
速
道
路
料
金
も
Ｅ
Ｔ
Ｃ
の

通
勤
割
引
後
の
高
速
道
路
料
金

の
半
分
し
か
対
象
と
な
っ
て
い

な
い
。
新
幹
線
通
勤
と
同
様
に

勤
務
年
数
が
重
な
る
だ
け
自
己

負
担
が
累
積
す
る
。
さ
ら
に
、

残
業
に
よ
り
割
引
対
象
外
の
時

間
帯
に
利
用
せ
ざ
る
を
得
な
い

実
態
も
あ
り
、
残
業
す
る
だ
け

負
担
が
増
え
る
矛
盾
も
抱
え
る
。

　

昨
年
県
職
労
が
調
査
し
た
自

己
負
担
実
態
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結

果
で
は
新
幹
線
通
勤
者
が
平
均

月
額
約
１
万
４
千
円
、
高
速
道

路
利
用
者
は
平
均
月
額
約
７
千

円
の
自
己
負
担
の
実
態
だ
。
こ

う
し
た
実
態
を
放
置
す
る
こ
と

は
許
さ
れ
な
い
。

○
当
県
の
通
勤
事
情
を
踏
ま
え

　
た
改
善
勧
告
を
す
べ
き

　

人
事
委
員
会
は
自
己
負
担
の

実
態
を
認
め
つ
つ
、「
実
費
弁

償
的
な
手
当
と
し
て
の
性
格
上
、

交
通
機
関
に
お
け
る
運
賃
等
の

状
況
等
を
踏
ま
え
、
今
後
の
改

定
の
必
要
性
に
つ
い
て
検
討
す

る
こ
と
が
適
当
」
と
の
見
解
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
。
他
県
で
は

交
通
機
関
利
用
の
最
高
支
給
上

限
額
を
７
５
、
０
０
０
円
と
す

る
（
静
岡
）、
交
通
機
関
等
と

交
通
用
具
を
併
用
し
て
通
勤
し
、

駅
周
辺
の
駐
車
場
等
の
料
金
を

負
担
し
て
い
る
職
員
に
対
し
駐

車
場
料
金
の
２
分
の
１
（
上
限

年
度
取
り
組
ん
だ
超
過
勤
務
の

記
録
を
つ
け
る
取
り
組
み
を
継

続
す
る
こ
と
、③
人
員
要
求
行

動
、④
初
任
給
改
善
（
特
に
も

高
卒
）
を
は
じ
め
と
し
た
賃
金

改
善
、⑤
こ
れ
ら
の
取
組
を
組

織
強
化
に
つ
な
げ
る
こ
と
等
の

方
針
を
確
認
し
た
。

　

定
期
大
会
終
了
後
の
分
散
会

で
は
、
任
期
付
職
員
を
対
象
に

し
た
任
期
の
定
め
の
な
い
職
員

へ
の
採
用
試
験
に
つ
い
て
話
題

と
な
っ
た
。
参
加
者
か
ら
は
、

「
欠
員
が
１
３
９
人
も
い
て
、

か
つ
、
専
門
職
は
募
集
し
て
も

人
が
集
ま
ら
な
い
状
況
な
の
に
、

こ
れ
ま
で
５
年
間
県
職
員
と
し

て
働
い
て
き
た
任
期
付
職
員
を

振
る
い
落
と
す
の
は
お
か
し
い
。

県
に
と
っ
て
も
良
く
な
い
。
何

を
根
拠
に
当
局
は
こ
の
採
用
枠

を
設
定
し
た
の
か
」
と
い
う
声

が
出
さ
れ
た
。
自
治
体
自
ら
が
、

不
安
定
な
雇
用
を
行
い
、
労
働

者
を
使
い
捨
て
に
す
る
こ
と
を

認
め
る
流
れ
に
反
対
し
て
い
く

必
要
性
を
確
認
し
あ
っ
た
。

《
新
体
制
》

部　

長　

和
野　

樹
史（
県
庁
）

副
部
長　

菅
原　

伸
恵（
花
巻
）

副
部
長　

石
塚　

佑
紀（
盛
岡
）

書
記
長　

高
橋　

幸
宏（
県
庁
）

書
記
次
長　

懸
田　
　

節（
盛
岡
）

３
、０
０
０
円
）を
支
給（
新
潟
）、

高
速
道
路
料
金
の
満
額
支
給

（
秋
田
）
な
ど
通
勤
実
態
に
照

ら
し
た
改
善
を
行
っ
て
お
り
、

当
県
も
地
理
的
事
情
を
考
慮
し

た
改
善
勧
告
が
求
め
ら
れ
る
。

遠
隔
地
へ
の
勤
務
を
余
儀
な
く

さ
れ
な
が
ら
も
精
励
し
て
い
る
職

員
に
報
い
る
勧
告
を
行
う
べ
き
だ
。

【
住
居
手
当
】

　

住
居
手
当
上
限
額
は
２
７
、

０
０
０
円
。
昨
今
で
は
公
舎
の

老
朽
化
に
よ
り
統
廃
合
が
進
み
、

公
舎
を
希
望
し
て
も
入
居
で
き

ず
ア
パ
ー
ト
等
を
探
さ
ざ
る
を

得
な
い
状
況
に
あ
る
。
さ
ら
に
、

沿
岸
部
で
は
物
件
が
少
な
く
、

賃
貸
相
場
も
高
騰
し
続
け
て
い

る
。
赴
任
地
で
住
居
を
確
保
し

て
勤
務
せ
ざ
る
を
得
な
い
職
員

の
負
担
解
消
の
た
め
住
居
手
当

を
引
上
げ
る
べ
き
だ
。

　

東
北
労
働
金
庫
は
こ
の
度
の

台
風
10
号
に
よ
っ
て
被
災
さ
れ

た
方
々
に
対
し
、
復
旧
・
復
興

支
援
の
一
つ
と
し
て
、
『
特
別

金
利
』
の
「
災
害
救
援
ロ
ー

ン
」
「
災
害
救
援
住
宅
ロ
ー

ン
」
の
案
内
を
行
っ
て
い
る
。

　

商
品
の
概
要
は
次
の
と
お
り
、

■
災
害
救
援
ロ
ー
ン

　
　
　
　
　
　
　（
無
担
保
）

・
融
資
限
度
額

　

５
０
０
万
円
以
内

・
融
資
金
利
（
固
定
金
利
）

①　

団
体
会
員(

組
合
員
・
準

組
合
員) 　
年
１
・
２
％　

②　

①
以
外
の
方
年
１
・
６
％

　

※

保
証
料
含
む

・
返
済
期
間　

10
年
以
内

・
用
　
　
途　

自
宅
の
改
修
費

　

用
、
自
動
車
、
日
用
品
の
買

　

い
替
え
費
用
な
ど
災
害
復
旧

　

に
伴
う
生
活
全
般
の
資
金

・
確
認
書
類　

罹
災
証
明
、
被

　

災
証
明
、
損
壊
箇
所
の
写
真

　

な
ど
被
害
を
確
認
で
き
る
書

　

類
の
い
ず
れ
か
。

・
取
扱
期
間　

２
０
１
６
年
９

　

月
１
日
か
ら
２
０
１
７
年
３

　

月
末
ま
で
に
申
込
受
付
、
２

　

０
１
７
年
５
月
末
ま
で
の
実

　

行
分
。

■
災
害
救
援
住
宅
ロ
ー
ン

　
　
　
　
　（
不
動
産
担
保
）

・
融
資
限
度
額

　

５
０
０
０
万
円
以
内

・
融
資
金
利

①　

固
定
金
利
選
択
型
３
年

　
　
　

年
０
・
７
％

②　

固
定
金
利
選
択
型
５
年

　
　
　

年
０
・
９
５
％

　

県
職
労
は
８
月
末
で
退
職

し
た
渡
辺
由
美
子
書
記
の
後

任
と
し
て
県
庁
支
部
の
小
野

寺
久
美
子
書
記
を
本
部
へ
、

県
庁
支
部
に
は
才
川
英
行
さ

ん
を
臨
時
書
記
と
し
て
採
用

確定闘争に向けた課題
　　　　〔№5〕

青年婦人部が定期大会を開催

新青婦部長に和野さん 　　を選出県庁
支部

特別金利の

　
県
人
勧
闘
争
で
は
継
続
課
題
の
改
善
も
重
要
課
題
。
通
勤

手
当
の
自
己
負
担
、
住
宅
事
情
か
ら
乖
離
し
た
住
居
手
当
だ
。

勤
務
を
強
い
な
が
ら
、
勤
務
し
た
だ
け
自
己
負
担
が
増
し
、

責
任
を
職
員
に
押
し
付
け
る
当
局
姿
勢
を
正
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　原水禁世界大会in広島・長崎派遣カ
ンパは、平和環境県センター及び各地
区センターを通して各支部に取り組み
要請があったもので、集約の結果、858
人・20万750円を集約した。
　このカンパは、世界大会代表団派遣
費用や広島・長崎の原爆病院への見
舞金として活用される。ご協力いただ
いた組合員及び多くの職員の皆さんに
感謝申し上げます。

書
記
局
人
事
異
動
の
お
知
ら
せ

・
配
置
し
た
。

　

組
合
員
の
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
す
る
。

　

な
お
、
小
野
寺
書
記
は
渡

辺
書
記
が
担
当
し
て
い
た
総

合
共
済
事
務
を
担
当
す
る
。

自
治
体
自
ら
が
行
う
労
働
者
使
い
捨
て
に
反
対
!!

（　 ）

才川 英行さん

③　

固
定
金
利
型
選
択
型
10
年

　
　
　

年
１
・
０
５
％

④　

全
期
間
固
定
金
利
型

　
　
　

１
・
４
％

　

※

組
合
員
・
準
組
合
員
に
あ
っ

て
は
、
保
証
料
は
不
要
。

（
そ
れ
以
外
の
方
は
保
証
料
が

　

別
途
必
要
）

・
返
済
期
間

①
・
②
・
③
は
40
年
以
内
、

全
期
間
固
定
金
利
型
は
35
年
以

内
。

・
用
　
途　

自
宅
の
新
築
改
修

　

費
用
な
ど
災
害
復
旧
に
伴
う

　

住
宅
関
連
資
金

・
担
　
保　

必
要

・
確
認
書
類　

市
町
村
等
発
行

　

の
罹
災
証
明
書

　

※

半
壊
以
上
に
つ
い
て
対
象

　

と
な
り
ま
す
。

・
取
扱
期
間　

２
０
１
６
年
９

　

月
１
日
か
ら
２
０
１
７
年
３

　

月
末
ま
で
に
申
込
受
付
、
２

　

０
１
８
年
３
月
ま
で
の
実
行

　

分
。

　

※

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、

東
北
労
働
金
庫
各
支
店
又
は
各
支

部
書
記
局
に
お
問
合
せ
下
さ
い
。

学習
コーナー


